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はじめに

最近、タラソテラピーとかヒーリング（癒し）という言葉がしばしばメディアに登場したり、

巷間で噂にざれ商業的に取沙汰されているようである。しかし、それらのほとんどは都市部、あ

るいは人工的な施設空間のみで行われているものが多く、またその処置時間も数10分から数時間

と極めて短時間のようである。このようなものは、本来いわれているヨーロッパのタラソテラピ

ーと似て非なるものである。本稿では、本来のタラソテラピーがどのようなものであるか、その

概念に触れ、その将来はどうあるべきかについて解説を加える。

1．タラソテラピーとは

タラソテラピーという言葉は、ギリシア語のThalassa（海）とTherapy（治療）とを結びつけた

もので、海に関連するいろいろな治療要素（海岸性気候、海水、海底泥、海草、海の動物等）を

利用して疫病の予防や治療をはかる、自然療法の１つを意味するものである。

フランス厚生省の定義によると、タラソテラピーとは「海水、海の空気、海の気候を組み合わ

せた保健効果を治療目的に利用」することであり、またフランスの医学アカデミーは「海洋気候

の作用の中で、海水、海草、海泥を用いて行う治療」と定義している。一般的な現代のタラソテ

ラピーとしての定義は、「周辺の海と地上との相互の環境がつくりだす生気候的条件を活かして

海水入浴の療法としての利用がなされること」である。パリの控訴院は－歩踏み込んで、「タラ

ソテラピーとは、海水、及び海洋の大気、気候が持っている様々な特性を利用して行う療法のこ

とで、この療法を行うには、汚染とは無縁の新鮮な海水が採取できるよう特別に設けられ、しか
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も温和な気候で知られる立地に恵まれた、海辺の施設が必要である」としている。

これらの各種定義の要点をまとめると、タラソテラピーの基本原則としては、

／海水と海水成分／その地域特有の海の生気候／海草や海泥等の資源／

／社会的・人口統計的環境／

これらの特性を最大限に利用して、

／理学療法や入浴療法による身体のリハビリテーション／

／機能や健康回復／

を目的とすることとなる。

したがって、現在わが国に宣伝されているもののほとんどは、「汚染とは無縁の新鮮な海水を

利用する」という点で不適合といえよう。ちなみに、フランスやドイツでは海水への塩素殺菌を

したものはタラソテラピーと認定していない。このタラソテラピーには２千年以上の歴史があり、

人々は古くはホメロスの時代から海のもつ恩恵を自覚し、ギリシア時代の医学の祖であるヒポク

ラテスも、種々の病気の治療に海水温浴を用いている。以後、古代ローマ、フランス、イギリス

等で、リューマチ、痛風、神経痛、喘息、皮膚疾患等の慢性疾患をはじめとして躁麓病、食欲不

振、体力減退等にも効果をあげていたことが、各種文献中に見られる。

タラソテラピーの本格的な研究は、１９世紀初頭に入ってフランスを中心に始まった。その後、

海に面する各国で療養のための施設が数多く作られたが、２０世紀になって、特に第２次世界大戦

後はこれに水中運動療法等の新しい利用法が取り入れられるようになった。近年では、療養やリ

ハビリテーションだけでなく、体力増進、ストレス解消、痩身等のニーズに応え、リゾートやバ

カンスの一環としてのタラソテラピーがヨーロッパでは行われている。

特にフランスとドイツの療法がそれぞれ特徴がある。あえて差を挙げれば、フランスはより個

的対応で美容的傾向が強く、ドイツはグループ療法、特に海水とコンタクトのある環境での多面

的な自律的運動療法がその主流となっている。これらの差異は、それぞれの国のバックグラウン

ドとなっている自然療法の方法論の違いによるものである。最近では、イタリア、ギリシア、ス

ペイン等にも休暇客を対象にしたタラソテラピーが行われるようになってきた。このように、タ

ラソテラピーはヨーロッパを中心として長く受け継がれてきた自然の中での長期滞在を前提とし

図表－１ケーア活動の２つの治療法
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た健康保養の方法である。

したがってタラソテラピーは、生体を身体的にも精神的にも社会的にもヘルスアップしていく

ために必要な、地域におけるすべての機会、手法、環境等を含むものである。つまり、上位概念

的には、自然療法により人間の自然治癒力を引き出し、健康回復・保持・増進をするクーア（保

養、療養）活動に含まれる。クーア活動は長期滞在（４～６週間を前提に）に広く自然環境を利

用するので、タラソ（海洋、海浜）以外に、山岳・高原・渓谷・温泉・湖沼・森林等の種々な領

域での展開が行われている。このクーア活動は広く一般的な治療活動と専門的・医療的措置を伴

う治療活動に分類される。

2．クーア（タラソテラピー）活動の一般的な治療活動と専門的治療活動

ヒーリング

○－般日勺治療活動（癒しを含む）

日常生活からの生活のリズムの切り換えを行うものであり、保養的な見地に立って、身体的・

精神的・社会的に活性化させる（甦らせる）ことである。私達はストレスや生物学的に誤った

生活様式により健康のバランスを失っている場合が多い。適切な運動、栄養、休養と精神的態

度（修養・心養）により生命力を賦活、強化し、甦らせることが可能となる。
ヒーリング

○専門日勺な治療活動（癒しを含む）

全体的な健康のバランスに留意しつつ、障害あるいは疾病のある器官に関する加療を行うこ

と。通常、各種の理学療法（温泉、入浴、マッサージ、体操等）が行われる。

3．クーア（タラソテラピー）の一般的治療活動の実際

自然治癒能力を引き出し、生体を活性化し健康にする基本は、人間の生体に何らかの刺激を与

え、それに対する順化、｜|頂応あるいは抵抗しようとする力（免疫力）を養い、強化することであ

る。その最も基本的な対処法は、日常的に生活している空間環境（居住地）とは異なる場所に移

動し、滞在することにより、生体に刺激を与えることであると言われている。例えば、標高の低

いところに居住する人は標高の高いところへ、北に住む人は南へ、山に住む人は海辺へ、緑の少

ない都市住民は緑豊かな地方へ、一時的に移動する行動である。これは健康保養（リゾート）活

動の基本要素でもあり、現地の気象条件や標高、あるいは環境等を活かした転地療養として位置

づけられている。

つまりポイントとしては、

①非日常的環境（生活のリズムチェンジ）

②適正な身体運動が可能な環境（スポーツ、運動、プレイ、レクリエーション等）

③地域とのふれ合い交流（地域の人々や文化とふれ合う）

1１ 
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④健康的な食材（栄養のバランス）

⑤自然治癒力を引き出す自然環境（例えば海洋や高原、渓谷、森林等）

⑥精神的な解放感（リラックス、アメニティ、自発性）

へと切り代えることが前提となる。清浄な空気、清潔な水、あるいは海水、そして公害等に汚染

されていない土壌や森林に囲まれていることが、その場合の必要最低条件である。次の図表-3は、

クーアの２つのテラピーの比較を示している。

図表－２クーアの健康づくり環境

図表－３クーア（タラソテラピー）の一般的及び専門的テラピーの比較
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￣△ 般的テラピ ￣ 専門的テラビ ￣ 

● 

● 

● 
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● 

● 

● 

● 

● 

環境の変更による日常生活の種々の負荷の軽減

健康で質・量とも適切な栄養

調和のとれた生活態度

休養と運動のほどよい分配秩序

快適な気候条件（海浜、高原、森林、渓谷等）

目的を有した楽しいプレーやスポーツ、あるいは

自由時間の善用による心のゆとりの創出

創造的ホピー活動や文化的関心による、精神的満

足感

休暇の環境γ文化的プログラムや人との交流によ

る精神的に解放された自由時間への志向

社会的共同体と人との交流による人間の孤立と硬

直化の解消

新しい生活条件と社会環境による新しい生活価値

観の創出`(主体的生き方、プラス思考）

● 環境を応用したテラピー

１．太陽、気候、空気の効果による呼吸（吸入）や
体操、飲用等

2．タ フ ソテラピー

海水､海泥､海塩､海草等を利用する各種の措置
3．温泉テラピー

各種の湯治法や温泉利用

4．ドライ
-－ 

フープ ピー

マッサージ、鍼灸、整体、ストレッチ等

5．物理テラピー

各種の電気や超音波等の機器、機械の利用
6．運動テラピーとリハビリ

スポーツ、各種体操、リトミーク

7．各種の五感リラックス＆ヒーリング（ホリステ

イックバランス）

アロマテラピー、カラーテラピー、ハーブ、オ
ーガニック・コットン＆シルク、ミュージック

＆サウンドテラピー、味覚テラピー、リビング
ﾌープ ピー、気功、メディテーション、スーパー

ラーニング、自己訓練法etc
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特に、湿度、温度、風量、日照等についても人間が快適に過ごす環境が良いことはいうまでも

ない。わが国では、人間工学的環境の研究から、湿度75％、気温28°Ｃ程度以上を不快指数（個人

差あり）として示しているが、その他には生気候でどの程度が快適かということに関するデータ

はまだ確たるものがない。しかし、ドイツでは全土の気候マップが作成されており、これにより

自然療法によるクーア活動を行う場所を医師が指示するようになっている。図表-4は、ドイツに

おける気候の指標である。

図表－４ドイツにおける気候の指標

＞１７．５ ＞１５．４ ＞１５７ ＞１１ ＜１０ 一部負荷的 ＜１５ 

１１－２０ １５－２７ １７．５－１６．７ １５４－１４．８ １５７－１５３ １１．０－１０．５ 

１４７－１４２ １５２－１４７ 1０４－１０．１ ２１－２５ 弱刺激性 ２．８－３０ １６．６－１６．０ 

２６－３０ ３．１－３．５ １５９－１５３ １４１－１３４ １４６－１３５ １０．０－９．８ 準刺激性

１３４－１２７ ３１－３５ １５２－１４．５ １３３－１２４ ９７－９．４ 適正刺激性

＞３５ ＜１４５ ＜１２４ ＜１２７ ＜１２７ 強刺激性

出典：ドイツ保養地ハンドブック

ドイツでは気候を刺激性、'快適性（保護性)、負荷性と分類している。

刺激性とは、低音時において風が比較的強く、また太陽光等の熱線の照射量が少ないために冷

却量が多いこと。また、１日のリズムの中で温度の変化が厳しいこと。太陽光や空からの放射線

(紫外線を含む）の強度が大きいこと。ドイツではこの刺激性気候は主として西、あるいは北西、

北の天候により涼しい、あるいは寒い海の不安定、不規則な、しばしば強く吹〈海風により形成

される。

酸素分圧は少なく、日中の温度、湿度の変化量が大きい。また、山岳地の風上側では空気（風）

の滞留により強くなり、また風下側（フェーン側）では明らかに弱くなる。北海側では、バルト

海側に比べて強い。

負荷性とは高温で湿度が高く、むっとする気候、水上気圧の下限は約１２ｍｍであり、これは等

価温度にすると50°Ｃに相当する。特徴は太陽光の減少、特に紫外線の不足、空気の汚染である。

また、湿った寒さや霧もこれに相当する。気候的には夏季にしばしば温暖前線と組合わざってあ

らわれる。

また、冬季は逆転性気候により発生する。地形的には川のある谷間の低地、山間狭谷部、盆地

のようなところである。

快適性（保護性）とは、日中の蒸発による冷却量の少ないこと。日照が豊かでしかも多すぎな

いこと。空気が清浄で特に自然の樹木等によるエアロゾールがあること。通常このような快適性

の気候は標高300ｍ以上の森林の周辺に始まり、350～500ｍくらいの標高で南または東南向きに

下っている斜面に多い。

1３－ 

風速

ｍ/秒

７月の平均
温度
oＣ 

５ 〆～ ７月の
平均温度

｡○ 

10°Ｃ以上の
年間日数

蒸気圧

ｍ、

冷却量

call/cm､秒

－部負荷的 ＜１．５ ＞１７．５ ＞１５．４ ＞157 ＞１１ ＜1０ 

快適 1.5-2.7 17.5-16.7 15.4-14.8 157 153 1１．０－１０．５ 11-20 

弱刺激性 2.8-3.0 16.6 16.0 14.7-14.2 152-147 1０．４－１０．１ 21-25 

準刺激､性 3.1-3.5 15.9 15.3 14.1-13.4 146-135 10.0 9.8 26-30 

適正刺激性 3.6 4.0 15.2-14.5 13.3-12.4 134 127 9．７－９．４ 31-35 

強刺激性 ＞４．０ ＜1４．５ ＜１２．４ ＜127 ＜１２７ ＞３５ 
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わが国の場合、夏季に小笠原気団の影響を受け蒸し暑く、冬はシベリア気団の影響で裏日本と

表日本の気候が異なる。又、春と秋は中国よりの移動性高（低）気圧の影響を受け、天候は目ま

ぐるしく変化する。早急に気候と健康の関係についても、基礎的な研究が必要である。ここでは、

この件については言及を省略する。

4．クーア（タラソテラピー）の専門的テラピー

タラソテラピーが有効に人体に作用するのは、海水や海洋性の生気候がもたらすもの（清浄な

大気やイオン・ヨードや海塩粒子・特有の光や輝き・海水の微量元素・開放的な風景や雰囲気等）

によって引き起こされる内分泌腺の刺激が、人間の身心活動を変化させ、人間が本来備えている

自然治癒力を妨げていたものを取り除くからである。

すなわち、タラソテラピーは、それ自体で「患者を治す」性質のものではなく、適したテラピ

ーを施すことによって滞在者が受ける物理的、心理的影響が、その人の自発的な自然治癒力を湧

きださせるきっかけとなるものである。これらをさらに効果的にするのが専門的テラピーである

が、具体的には次のようなテラピーがある。

図表－５タラソテラピーの具体的方法

1４－ 

区分
Ｑ 

名称 主な方法 作用

水治療法

（ ノ、 イドロテラピー）

入浴療法

(（ルネオテラピー）

海藻療法
(アルゴテラピー）

海泥療法
(ファンゴテラピー）

噴霧療法

(アェロゾルテラピー）

プール、マッサージ
パス、水中ジェット

入浴斉リ
-マ ツ サ

、

－－ 

Ｏ 

′、

ジ

ツ 夕、

入浴剤、

Ｏ 

ノ、 ツ ク

単純吸引、圧力噴霧、
アェロゾル

温熱、血行、イオン浸透、
鎮痛、運動機能回復

温熱、鎮痛、消炎、
ミネラル吸引、雛防止

鎮痛､消炎、ミネラル浸透

粘膜・細胞再生、浸透

‐マ

（ 

ツ

マ

サ

ツ ソ ● 

ジ ● 

理学療法

キネジテラピー）

-マ ツ サ
￣￣ ジ療法

(マッソテラピー）

理学療法

(キネジテラピー）

体操療法

軽強擦、押圧
ローラ －－ 

、

.、

電気

プールでのリハビリ

室内、戸外、プール

血行促進、鎮痛
緊張緩和

、

機能回復、リハビリ、
腰痛等予防

機能回復、血行促進

電気療法 エレクトロ テラ ピ ￣ 
低周波、高周波
その他

、 活性、鎮痛、

消炎、血管拡張

作業療法 エルゴ
一一

ﾌープ ピー 各種運動・体操等
神経性障害や

外傷の機能回復

食餌療法 ダイ ﾆエ ツ トテラピー
カロリー制限、
ミネラル補給

減量

ノ心理療法 サイコテラピ
アロマ、音楽
カラ ￣￣ 

、

、

その他
リラクゼーション、癒し
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このうち、特に海水プールでの運動浴や理学・体操療法においては、アルキメデスの原理によ

り、淡水中に比べて浮力が2.5倍も軽くなるという現象があり、タラソテラピーの核として有効

に活用すべきである。この他、地理的条件によっては、砂浴療法、戸外体操、冷水浴、日光浴、

大気浴、園芸療法、散策等が可能である。

5．最近の傾向、ホリスティックヘルス

技術文明の進展により人間の社会や生活が機能化、分業化するにつれて、健康問題もテクノス

図表－６クーア（タラソ）プログラムの基本構成とホリスティックテラピー

生体のバランスの崩れ
・ＤＤＤＤｏ●●●先

！L､．＿..； 

図表-７

リラクゼーシヨン

ヒーリングヒーリングから

ウェルネスヘ

テラピー

ヘルスアッフ・

スポーツ

！……..1….…， い●Ｏ●●●●■00〃

､Ｊ 
＄Ｊ 

､§ 
{ノ

ウニェニルネスから

スーパーウェルネスヘ
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トレス、情報ストレス、対人関係の複雑さ等、今迄と異なり心理的、社会的なストレスによるも

のが増大している。このような中で、人間の根源的生命力が脅かされるという状況がしばしば発

生するようになってきた。これらに対する療法は、単に対症療法的な処置だけでは不充分であり、

治療活動にはベースとして気候療法、水治療、理学療法、運動療法、食事療法等が必要であるが、

これに社会的、心理的療法を加え、時間、空間の利用に関するライフスタイルの提案として、ホ

リスティック（全体性のある）ソフトを提供することが望まれる。

前頁の図表-6と図表-7は、ホリスティックなテラピーのあり方を示すものである。

6．癒し（ヒーリング）とは何か？

最近、ヒーリングという言葉がしばしば用いられ、また誤っていると思われることが多々ある

ので、ここで若干説明を加えておく。

癒しとは、人間の表層心理（自我、エゴ）が深層、あるいは元形（アーキタイプ＝原風景の究

極的なもの）とチャネリング（交流）することにより、一体感を取り戻し、心身を賦活し、生命

力を取り戻すことである。癒しには人間の心の内部のカタルシスによる一体感（心の中に歪みが

なく、ｉ張りのある状況）が必要である。これには内部からわき起こるエネルギーが必要で、外部

からいくら刺激を与えても、内的な呼応がない場合には無意味である。したがって、主観的フィ

ーリングが客観的理性、社会的存在感と一体となり、初めて達成される。今迄のバイオ・サイコ・

ソーシャルヘルスをさらに押し進めた主観的、客観的、社会的一致のある健康状況（ホリスティ

ックヘルス）が表出しなければ、癒しの具現はない。

癒しの場としては、原始帰りの場（胎内感覚等）が有効であるが、このようなパッシブ（受動

的）な癒しから出発し、人間は修練を積むことにより、自己を鍛え、積極的な癒しを行うことも

できる。山伏や修道院での荒行、あるいはスポーツマンのチャレンジスピリットはこれに相当す

る。したがって、癒し、甦り、ｉ張りは、量的なエネルギーの差異はあるものの、質的には同等で

全て癒しの概念で捉えられる。
シンクロニティ

基本的lこは共時性感覚（幻想、仮想、真実）を感じられる場での自発的な自己実現活動であり、

やむにやまれぬ理由で、ある自己投機活動で、力の行使と制限が場と一体感をもって現出した時

に癒しは得られ、その共時性感覚が真実に近いほど、一層リアリティを有する。したがって、癒

しはゲーム的なカウンセリングやスポーツ、レクリエーションでもある程度具現化することがで

きるが、深刻な事態になっている人間にとっての真の癒しは、神話的な宗教的な価値観と深く結

びつき､.行われる。

これらの例としては、ガンジスノⅡの水浴、メッカへの巡礼、ルルドの洞窟参り、八十八カ所巡

り、熊野詣で等に示される。年末年始の初詣等も、ある面では癒し的側面を有する。そのような

点で、癒しは儀式性とも密接に関連を有するものである。

図表-8は、このヒーリングの概念をホリスティックとの関係で示したものである。

1６ 
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図表-８

バイオ・サイコ・ソーシャルヒーリング

（ホリスティックヒーリング）

受動的

。あそび、レクリエーション

○癒し、

↑ 癒
し

の

・スポーツ、宗教的修業

積極的

概
念

↓ 
○倉Ｉ健、創刻（天地と一体となった自己実現、自己創造的活動）

わが国の行政で行っている施策体系の中で位置づけを求めると、癒しはスポーツ・レクリエー

ション施策及び健康・保養施策の体系の中に包含されると考えて良い。

○癒しの空間とはどのようなものか

癒しの基本は、ナイスネイチャー、ナイスコミュニケーション、ナイスピープル、ナイスコミ

ュニケーションが基本である｡しかし、ここで多くの人々が癒しの活動を行うために、その機能

性や利便性を高める人工的な処置を最小限、識ずる必要が出てくる。これが癒しの空間づくりで

ある。

癒しの空間の主役は､，もとより自然環境、あるいは人間や動物等であるが、癒されるべき必要

な人に対し、量的、質的な便宜を図る必要から整備されるものである。

どのような癒しをどのような状況で行いうるかについて、５Ｗ１Ｈを配慮して、構築していく

ことが癒し空間づくりの施策となる。したがって、その施策は健康づくり（テラピー＆ウェルネ

ス）及びスポーツ＆プレイを含めた自由時間活動の広範な領域を含むものとなる。

○癒し空間における活動施策

図表－９運動的要素のみを考えた今迄の分類

０１１２３４５６７８９１０＋１＋２ 
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０１２８４５６７８９１０＋１＋２ 

上図は、現在行われている機能要素対応的な健康保養活動のプログラムの強度を示したもので

ある。一人一人によってその尺度は異なるが、概ねこのような分類、健康度が成り立つとして進

められてきた。しかし、人間の身体をこのように特定の機能のみで捉えていくやり方は、ホリス

ティック（全体的）ではなく、癒しの活動に対しては、生活全体を考えていくべきであり、不適

当であるといえよう。

7．クーア（タラソテラピー）活動の治療法としての位置づけ

－バイオホロニクスー

クーア（タラソテラピー）活動は、生命の全体性、すなわち自然治癒力（＝ホメオスタシス）

の向上により健康のアップを図るものである。このような治療の方法論は最近パイオホロニクス

と呼ばれている。

図表-10クーア（タラソテラピー）の現実の医療への関与

〔現実の医療の方法論〕

薬剤療法｜食事、栄養、内服、注射､｡外用、坐薬、吸入

～～；＿温熱、寒冷、水治、温泉、電気、光線、

函団曇誌勇一ｼﾞ､運動､作業､鍼灸､高気圧
放射線療法Ｘ線、ガンマ線、中性子線、中間子、重粒子線

手術療法切除、止血、縫合、焼灼、凍結、蒸散

囹國賓雰戦雲宿)鯖:震:鱗自律訓練、
臓器移植､細胞移植､人工臓器形態補填､臓器機能代行、

代替療法機能補助、補助循環、運動機能代行、免疫機能補助、

機能増幅、新機能

クーア

(タラソテラピー）

活動の関与するもの
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図表-11

自然環境利用のバイオホロニクス

現代医療

(標的治療）

ホメオスタシス

の強化

ホメオコ

の；

タシス

化

身体

と

精神（心）

自然回帰
1￣ 自然療法

(薬剤をほとんど使用しない ） 

バイオホロニクス

自己管理：(1)

（２） 

（３） 

（４） 

充分な睡眠精神面：ストレスの除去

正しい食事否定概念（マイナス思考）

適度な運動精神の安定（信仰・瞑想

過労・ストレスを避ける

否定概念（マイナス思考）の除去

精神の安定（信仰・瞑想・座禅など）

図表-12

三
標的治療

料
現代医学

治療標

HFiⅧlillilll(|llilllllijilD1ilBlDi■ ノ

ＴＴＴ 
標的治療では直接、疾病に対処するが、

バイオホロニクス療法では生体系全体の

バランスを保ち系の治癒力を向上させて、

ヘルスチェックを図り、疾病を治療する。

バイオホロニクス治療
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現代の医学における治療法は標的治療（ピンポイント）と代替医療とに大別できるが、バイオ

ホロニクス治療は、自然治癒力（ホメオスタシス）の向上を図り、これらがやりやすい基礎的な

健康・体力を構築するものである。図表-10は、クーアが関与することが可能な現実の医療のフ

ィールドを示すものである。また、図表-11、図表-12は、バイオホロニクスの概念を示したもの

である。

8．クーア（タラソテラピー）の施策への位置づけ

遂に国民総医療費も30兆円を完破し、老人医療費の急増に対して為すべきもないわが国である

が、自律による自立、自助を原則とする自然療法の導入と振興、またこれにつらなる健康スポー

ツの振興以外にこの破局をl食い止める道はないと、すでに多くの有識者は述べている注)。

わが国においてもクーア先進国であるドイツにならって､早急にこれらについて検討を加える

べき的である。図表-13は、クーア（タラソテラピー）活動のわが国の健康づくり施策上の位置

づけを示したものである。

注）例えば、ドイツゴールデンプラン立案者ゲルト・アーベルベック氏（1972)、同じくトリム運動の提１１昌者

ユルゲン・パルム氏（1988）等

－２０－ 
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〔わが国における健康づくり運動の背景と施策の概観〕

入団】をとりまく内的・外的週、,苞の変ｲヒ

食生活の変化

(量的・質的）
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飽食と食習慣の悪化運動不足及びストレスの増大自然環境の破壊
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高齢者の増大による医療・福祉等、社会的費用の増大
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